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調査の概要 

１．調査の目的 

秋田市では、秋田市環境基本条例に基づき、秋田市環境基本計画を平成１３年３月

に策定し、概ね５年毎に見直しを行いながら、環境に関わる施策を総合的かつ計画的

に推進してきた。 
現計画については、前回の見直し改定後、５年を経過したことから、２８年度に新

計画の策定を予定している。 
本調査は、新計画の策定にあたり、市民、事業者、環境関連活動団体の意見を反映

させるため、日頃の環境に関する意識や行動を調査し、基礎的資料として取りまとめ

ることを目的としたものである。 
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２．調査の概要 

（１） 市民意識調査 

 

ア．調査設計 

① 対  象：市内に居住する成人 １，０００名 

② 抽  出：住民基本台帳より無作為抽出 

③ 調査方法：郵送 

④ 調査期間：平成 27 年 9 月 25 日～平成 27 年 10 月 16 日 

 

イ．調査項目 

（１）お住まいの地域の 

環境について 

① お住まいの地域環境の満足度 

② お住まいの地域で最近見かける動物や昆虫 

（２）関心ある環境分野※ あなたが関心のある環境問題 

（３）望ましい秋田市の環境像※ 秋田市の環境に対して望む将来の姿 

（４）秋田市の環境への 

取組の変化※ 

環境への影響を少なくしようとする秋田市の仕組みや取組

がどのように変化したと感じられるか 

（５）環境への意識について 
① 環境への影響を少なくするために実践していること 

② 環境への影響を少なくする取組と生活利便性の関係 

（６）環境への取組について 
① 現在、環境のことを考えて取り組んでいること 

② 現在は取り組んでいないが、将来取り組みたいこと 

（７）環境関連活動への 

参加について 

① 環境関連活動に参加したことがある 

② 環境関連活動に参加することについて 

③ 参加しようとは思わない理由について 

（８）市の情報発信について※ 
① 市が行っている環境関連の情報発信についての満足度 

② 市が行う環境関連の情報発信の有効な方法 

（９）今後、市に期待する環境に 

関する施策※ 

今後、あなたが市に期待する環境に関する施策 

（１０）自由回答 市の環境に関する施策、身近な環境問題に対するご意見 

（１１）回答者の属性 
① 性別     ②年齢      ③職業 

③ 居住年数    ⑤居住地区 

   ※事業者、団体と共通する質問項目・内容 

 

ウ．回収結果 

 

 

 

 

 

 

標本数 １，０００ 

有効回収数 ５５２ 

有効回答数 ５５１ 

有効回答率      ５５．１％ 

無効回答数       １ 

無効理由    白紙回答  １ 
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（２） 事業者意識調査 

 

ア．調査設計 

① 対  象：市内で事業活動を行う事業者 ２００社 

② 抽  出：活動区分による抽出 

③ 調査方法：郵送 

④ 調査期間：平成 27 年 9 月 25 日～平成 27 年 10 月 21 日 

 

イ．調査項目 

（１）関心のある環境問題※ 貴社が関心のある環境問題 

（２）環境問題への取組について 

① 貴社の環境への取組・意識 

② 貴社の環境への取組の実態 

③ 貴社の現在の取組 

④ 貴社の取組体制 

⑤ 貴社の将来の取組（現在の取組以外で） 

（３）望ましい秋田市の環境像※ 秋田市の環境に対して望む将来の姿 

（４）秋田市の環境への 

取組の変化※ 

環境への影響を少なくしようとする秋田市の仕組みや取

組がどのように変化したと感じられるか 

（５）環境マネジメントシステム 

等の環境管理への取組状況 

貴社の環境マネジメントシステム等の環境管理への取組

状況 

（６）今後、市に期待する 

環境に関する施策※ 

今後、貴社が市に期待する環境に関する施策 

（７）市の情報発信について※ 
①市が行っている環境関連の情報発信についての満足度 

②市が行う環境関連の情報発信の有効な方法 

（８）自由回答 市の環境に関する施策、環境問題に対するご意見 

（９）回答者の属性 ①業種   ②資本金等   ③従業員規模 

   ※市民、団体と共通する質問項目・内容 

 

ウ．回収結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標本数 ２００ 

有効回収数 １３０ 

有効回答数 １３０ 

有効回答率      ６５．０％ 

無効回答数       ０ 
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（３） 団体意識調査 

 

ア．調査設計 

① 対  象：市内で環境活動する団体・グループ ６９団体 

② 抽  出：秋田県認証ＮＰＯ法人、秋田市環境活動推進協議会登録データ 

より環境関連活動団体を抽出 

③ 調査方法：郵送 

④ 調査期間：平成 27 年 9 月 25 日～平成 27 年 10 月 21 日 

 

イ．調査項目 

（１）貴団体が行っている 

  環境関連活動 
貴団体が行っている環境関連活動の年間回数と規模 

（２）関心のある環境分野※ 貴団体が関心のある環境問題 

（３）ごみ問題について ごみの減量を促進するための市の効果的な取組 

（４）水環境の保全について 水環境を守るための市の望ましい取組 

（５）地球温暖化対策について 地球温暖化を防止するための市の望ましい取組 

（６）自然環境について 

①自然環境を守るための市の望ましい取組 

②地域における生物多様性を保全していくための市の望ま

しい取組 

（７）望ましい秋田市の環境像※ 秋田市の環境に対して望む将来の姿 

（８）秋田市の環境への 

取組の変化※ 

環境への影響を少なくしようとする秋田市の仕組みや取組

がどのように変化したと感じられるか 

（９）環境関連活動について 

①環境問題に関する学習会・講演会や環境保全活動等の機会 

②学習や活動の場のテーマ 

③市民の環境学習を推進するための主体的役割 

④環境学習の推進のための最も効果的な取組 

（１０）各種団体の環境関連の 

   活動推進について 

各種団体が環境関連活動をさらに進めていく上での市の望

ましい取組 

（１１）自由回答 
団体の皆さんが、現在、困っていることなど、今後、より活

動しやすくなるようなご意見 

（１２）回答者の属性 
①設立時期  ②スタッフ人員 

③主な活動の名称と活動地区 

   ※市民、事業者と共通する質問項目・内容 

 

ウ．回収結果 

 

 

 

 

 

 

標本数 ６９ 

有効回収数 ３４ 

有効回答数 ３４ 

有効回答率     ４９．３％ 

無効回答数      ０ 


